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⑨巻頭言

輪を拡げよう

上滝具貞／工学部長

グ

「ビッグ・バン｣によって，宇宙の一つの星とし

て生れた太陽から，さらに地球が放り出されたの

は約50億年前だそうである。初期の火玉時代から

冷却とともに海や山ができ，地上に生物が発生し

始めたのはその20億年後で．，それも初めは単細胞

から次第に高級化し，ついには植物と動物に分れ

最後に人類らしきものが出現したのが200万年前で；

さらに人間として社会的に活動を始めたのは僅か

5000年前であるから，いま地上を我物顔に支配し

ている人間の存在は，地球のこれまで､の歴史から

見ると，時間的に100万分の1に過ぎない。

仮に，一年前に地球ができたとすると，人間社

会の存在は，一年が約3150万秒であるから，僅か

31.5秒に過ぎないので，１２月31日午後11時59分に

人間が発生したということになる。この短い人間

の歴史の中でいま生きている我々の生涯となると，

それこそ閃光よりもさらに短い瞬間にすぎない。

束の間の人類の束の間の生涯である。何も目くじ

ら立て,争うこともないように思うが,何故か知ら

人間は闘争が好きなように思われる。尤も生物と

くに動物は生きるために食物を確保する必要があ

り，このためには他の生物を犠牲にしなければな

らない。さもないと逆に自分が他の動物の犠牲に

なる弱肉強食が地上の生物の宿命である。

しかし，有難いことに現代の人間は社会という

共同体に守られ,‐かつ人智の発展によって生命を
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脅かされることもなく衣食住が獲得できる状態に

ある。このため他の動物のように弱肉強食が不要

になったのではなく，どっこい巧妙に形を変えて

社会組織の中に現存しており，これは人類が続く

限り変わらないであろうから，エデンの閲なんか

永遠に兇果てぬ夢である。

さて，話は一転するが，我々九州共立大学人は

縁あって一つの学び舎に集い幕すことになったわ

けで，その期間は何も先刻の宇宙を持ち出すまで

もなく，我々の短い生涯の中のそのまた網の目の

一節にすぎない極めて短い期間かも知れないが，

学園という特殊な社会のI{'では，食うか喰われる

かというような物騒なこともなく，落付いた雰囲

気の中で学業にスポーツに励んで心身の修錬に勤

められることは誠に幸せな限りで､ある。この機会

Ｚ

をより効果的に使うためにはお互に手をとり助け

合うことが肝要である。天の刻は地の利にしかず，

地の利は人の和にしかずと古人も教えている。人

の和によって短い共立大学の生活をより一届有意

義かつ有効にしたいものである。

この度，九州共立大学の親睦機関紙として｢ＣＯ

Ｍ」が発行されることになったのはこのような意

味で誠に喜しい限りである。コミニケーションこ

そ人の和の基本であり不可欠の条件である。この

「ＣＯＭ｣を利用してお互の意志を疎通し合い楽し

い学|刺の雰囲気を盛り上げたいものである。「Ｃ

ＯＭ」を接着剤として共立大学の人の輪を大きく

,拡げ，青春時代を送った共立の生活が楽しい想い

出になるように希望してやまない。お互に一瞬の

出合いであればこそ尚更大切にしたいものである。

屯画

；



◎特集

ｺﾝピｭー ﾀのおはなし
久保田信久・大串侃一／電気工学科

｡夕

このたび，西11本地区の大学では，屈指の規模と高性

能を誇る，大形電子計算機｢HITACM-160Hシステム」

が，情報処理センター内に設誘されました。コンピュー

タ(電子計算機)についての基礎知識は，すでに皆さんお

持ちと思いますが,「ゴンピュータのおはなし｣と題して，

１．コンピュータの歴史

２．コンピュータの簡単な原理

３．コンピュータと人間のぢがい

４．コンピュータと現代生活

５．「HITACM-160Hシステム｣の紹介

などについて，話を進めていきたいと思います。

1．コンピュータの歴史

(1)通子式以前の計算機

コンピュータの歴史に入る前に，人間が考え出した

計算の道具と計算機械について，振り返ってみます。

人間が物を数えるとき最初に使ったものは，自分が持

っている指，それから石や枝，後では紐などを使いま

した。次に計算道具として，そろばんを発明しました。

そして計算機といえる最初のものは，1642年フラン

スの物理学着パスカルが，幾つかの歯車を組み合わせ，

これを手で廻して，１億までの加算と減算ができる機

械を作りました。その後，ドイツのライプニッツによ

って改良され，加減算を繰り返して乗除算もできる機

械となりました。この形は，電卓が出現するまで，わ

が国でもよく使われていた，手廻し式の機械式計算機

の原形といえるものです。

1822～1834年イギリスの数学者バベツジは，動力に

蒸気機関を用い，自動的に計算する自動計算機を考案

し，研究を続けましたが，完成するまでには至りませ

んでした。しかしこの機械は，孔の明け方で､命令を指

定するプログラム板によって計算の手順を制御し，計

算結果を自動的に印刷する機能を，設計の中に盛りこ
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んでいることが注目されます。すなわちこれは，現代

のコンピュータの動作原理と同じ考え方です。この機

械の一部は大英博物館に保存されています。・

1890年アメリカのホレリスが，パンチカードを用い

た会計機を考案しました。そしてこの機械は改良され

て，ＩＢＭ社による｢ＰＣＳ｣(パンチカードシステム)へと

発展していきました。

1938年，アメリカのベル電話研究所において，ステ

イビッツにより，継電器(リレー)を用いた自動計算機

が発案され，1940年ウイリアムスによって,約400個の

リレーと，１０個のクロスバースイッチを用いた自動計

算機｢モデル－１」が出現しました。そして1944年にな

り，アメリカのハーバード大学のエイケンが，歯車，

リレー，モーターおよびＩＢＭ社のＰＣＳ部品などを利用

して，初めて実用化された自動計算機「ハーバード・

ＭＡＲＫ-1」を完成させました。この機械はテーププロ

グラム式で，加減算が毎秒３回，乗算が１回３秒とい

う速さで､した。

日本では，1952年に電気試験所で，後藤以記，駒宮

安男により，リレー式自動計算機｢ＥＴＬ･MARK-U(実

験機）を完成し，1955年，これをもとに実用の大形リ

レー自動計算機｢ＥＴＬ･ＭＡＲＫ-2｣が作られました。ま

た富士通において1954年,リレー式自動計算機｢ＦＡＣＯＭ

-100｣を作り，初めて商品化しております。

(2)電子計算機の誕生

1946年，ペンシルバニア大学のモークリーとエツケ

ルトによって，世界簸初の電子計算機｢ENIAC｣(エニ

アク)が誕生しました。すなわち2人は，歯車の回転で

は速度に限度があるので，速さが光と同じである電子

を使うことを考え，レーダのパルス技術を利用した電

子部品を組み入れて，自動計算機を作ることに成功し
ました｡(図・1)を見て下さい。

(図．Ｉ）世界で始めての電子計算機ＥＮｌＡＣ
（写真は電子計算機読本･岡崎文次著・日刊工業より）

筆

「ENIAC｣は，たたみ100畳敷の大きさで，重さ10Ｔ，

真空管18800本，所要電力150kWという巨大なものでし

たが，その計算速度は｢ハーバード･ＭＡＲＫ-1｣より飛躍

的に速くなり，加減算で毎秒5000回(0.2ﾐﾘ秒/回)，乗

算で毎秒350回(2.8誉ﾘ秒/回)，除算で毎秒167回(6ﾐﾘ秒

／回)の計算が出来るようになりました。「ハーバード・

ＭＡＲＫ-1」と比べると大変速くなりましたね。しかし，

現在の大形コンピュータはその約1000倍の速さ，マイ

クロ秒の単位で計算します。この計算機は，アメリカ

陸軍の弾道研究所に設置されましたが，寿命があまり

長くない真空管を18800本も使っていたため，故障が多

かったと言われています。

ここで歴史の話はちょっと休んで，電卓(電子式卓上

計算機)と電子計算機のちがいを話します。両方とも電

子的な方法で計算されますが，電卓は加減算始め各種

の計算をしたり，一時的に数値を記憶する機能を持っ

た計算機ですが、計算の手順はその都度使う人が与え

なければなりません。これに対し電子計算機は，計算

の手順を内部に記憶しておき(プログラム記憶式)，こ

れに従って計算その他を進めていく計算機のことを指
しております。

歴史の話にもどりまして，「ENIAC｣では,プログラ

ムを端子盤上に配線しておく方法をとったため，プロ

グラムの入れ替えに時間がかかるという欠点がありま

したが，1949年，プログラム記憶式(プログラムを計算機

の記憶装置の中に，あらかじめ記憶させておぐ方法。1945年ア

メリカの数学者，ノイマンが発案した｡)を採用した，最初の

電子計算機｢ＥＤＳＡＣ｣が，イギリスのケンブリッジ大

学で作られました。その後1951年になり，｢ENIAC｣を

設計したﾓー ｸﾘー とエツケルトは,ﾚﾐﾝﾄﾝ･ラ

ンド社と協力して，最初の実用形商業コンピュータ

「UNIVAC-1｣を完成させました。

日本で始めての電子計算機は，1956年，富士写真フ

ィルムで，岡崎文次が作った「FUJIC」であります。

1700本の真空管を使い，プログラム記憶式で，レンズ

の設計など社内外の科学計算に用いられました。現在

その本体は，東京上野博物館に置いてあります。

(3)第２世代のコンピュータ

電子計算機の主要素子に真空管を用いていた，１９５８

年頃までの電子計算機を，第１世代のコンピュータと

呼んでおりますが，1948年にトランジスタが発明され，



げました。

(5)第４世代のコンピュータ

1970年以降，「ＬＳＩ｣(大規模集積回路)を主要素子と

するコンピュータが製作されるようになりました。こ

のLSIを主要素子とするコンピュータを，第４世代の

コンピュータと呼んでおります。ＬＳＩとは，ＩＣの規模

をさらに拡大させたものです。そしてその集積度は，

現在さらに高められつつあります。すなわち現在で･は，

６４Ｋビットの記憶ができる｢ＬＳＩメモリ｣が広く利用され

ており，256Ｋビットの｢超ＬＳＩメモリ」も開発されつつあ

ります。なお，「ビット」は情報またはデータの単位で，

後の話で説明します。

ＬＳＩの登場で，コンピュータは更に小形化されると

ともに，コストが低減されて，「マイコン｣が登場する

ことになり，コンピュータは飛躍的に弊及しました。

マイコン(マイクロ・コンピュータの略ですが，「マイ」

すなわち，私のコンピュータの意1床にも通じます)は，

演算回路と制御回路が，「マイクロ・プロセッサ」とい

うLSIに集種されております。

さて，今後のコンピュータは，どのように発達して

いくでしょうか。おそらく次に登場する，第５世代の

コンピュータは，演算速度がさらに向上して，視覚，

聴覚，発声の各能力がより人間に近いものが，現われ

てくると思われます。

２．コンピュータの簡単な原理

（１）コンピュータの主要装置と構成
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(図・２）電子計算機の主要装置と構成

1959年になって，トランジスタを使ったコンピュータ

が出現しました。このトランジズタを主要素子とする

コンピュータを，第２世代のコンピュータと呼んでお

ります。

トランジスタを使ったことにより，典空将式より非
ク．

常に小形化され，故障が減I)，信頼‘性が向上したこと

が大きな特徴であります。そして，記憶装蔽には，超

音波記憶式や次に登場した磁気ドラムに代り，磁気コ

アが用いられるようになって，'1ドきこみ読み出し速度

が速くなり，記憶容載も端しました。また，ソフトウ

エアの面でも，プログラム言語の開発が盛んに行なわ

れるようになりました。

(4)第３世代のコンピュータ・

次に「ＩＣ｣が発明され，1965年頃から-1970年頃まで

に作られた，ＩＣを主要素子とするコンピュータを，

第３世代のコンピュータと呼んでおります。ＩＣ（集祇

回路)というのは，トランジスタ，抵抗，コンデンサー

など数十個を，１枚の数ミリ角のシリコン板(チップと

いう）の上に作りつけた，回路ブロック(かたまり）のこ

とです。このＩＣの使用によって，コンピュータはま

すます小形になり，演算速度は速まり，故障が少なく

なるという効果が生れましたが，また，それと同時に$

大量の情報を短時間に処理することが出来る，超大形

のコンピュータが作られるようになりました。

そのため，コンピュータの時分割処理が可能になっ

て,「みどりの窓口｣や｢銀行のオンラインシステム」が蓋

場してきました｡｢時分割処理｣(ＴｉｍｅＳｌ,aringSystem

；ＴＳＳ)とは，１個の大形コンピュータに多数の端末装

置をつなぎ，中央処理装綴の処理時間を，非常に短い

単位で区切って各端末装設に割当て，各ユーザーが，

あたかも自分がコンピュータを専用しているように使

えるという方式です。このようになった理由は，中央

処理装置(制御装慨･演算装澄･主記憶装澄の総称）の処

理速度が速くなったこと，また，チャネルという制御

装置を使い，処理速度がおそい周辺装濫(入出力装活・

補助記憶装置など)の制御をまかせ,''１央処理装蔽と周

辺装置を同時に動作させたり，複数の周辺装溌を同時

に動作させたりすることが出来るようになったことな

どです。

また，記憶装置に「ＩＣメモリ」が登場し，小形化，

演算速度の向上，作用の安定などに，さらに効果をあ
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（図・２）を見て下さい。コンピュータは正確に言え

ば，電子計算システム(ElectronicDataProcessing

System)であり，「ＥＤＰ｣とも略記されます。すなわち，

単体の装置ではなく，演算装置，制御装置，記憶装置，

入力装置および出力装置の５つの装置から成り立つ装

置の集まりです。そして，演算機能，制御機能，記憶

機能，入力機能および出力機能を，コンピュータの５

大機能と呼んでおります。従って，５つの装置のうち，

ひとつを欠いてもコンピュータではありません。

記憶装置は主記憶装蔽と補助記憶装置に分かれ，演

算装置，制御装置，主記憶装涜をひとつの箱の中に入

れ，これを本体または中央処理装孟(ＣＰＵ)といいます。

そして，コンソール(操作卓)は，制御装置の一部であ

り，オペレータの指令をＣＰＵに伝えたり，システムの

状態を表示したりする装祇です。

次に，補助記憶装置，入出力装澄および通信装澄を

合わせて周辺装置と言っております。通信装置とは，

入出力装置が離れている場合に，それらをつなぐ通信

線などをいいます。そして，通信線で結ばれたオンラ

インの入出力装溌を，端末装侭と呼んでおります。オ

フライン装置とは，コンピュータと通信線で結ばれて

いないカードせん孔機などをいいます。

れます。そして，この作業が終ってから，コンピュー

タが処理動作に入ります。すなわち制御装置は，記憶

装置よりプログラムの命令をびとつずつ受取り，この

命令に従って，入力，記憶，演算，出力の各装置に制

御信号を出します。

例えば，「データを読みなさい」という入力命令が，

入力装置と記憶装置に出されますと，入力装置はデー

タを読み記憶装置に送ります。記憶装置はそれを記憶

します。次に，演算命令が演算装満と記憶装置に出さ

れますと，データは記瞳装満から演算装置に送られて

計算され，その結果は記憶装置に再び記憶されます。

次に,、出力命令が出力装謎と記憶装置に出されますと，

記憶装置にあった結果が出力装置に送られ，出力装置

から出力されます。

この一連の動作が，コンピュータの基本動作ですが，

この動作を電子の高速性を利用して，スピーディに何

同も繰り返すわけです。

(3)主要装置の説明

（ｲ）演算装置

演算装置は，データについて，加減乗除の計算，

比較などをします。なお，コンピュータシステムと

しては，四則計算のほかに，平方根，微積分，三角

関数，高次方程式などの計算もしますが，これは数

値計算法に基づくプログラムの力を借りて行なって

おります。なお，数値計算法とは，平方根，微積分

などの問題を，四則計算の形の近似式で表わし，こ

れに数値を代入して問題を解く方法をいいます。

演算装置の中には，加算器や各種のレジスターな

どが入っております。レジスターとは，記憶装置か

ら読み出したデータを，一時記憶する回路をいいま

す。

（ﾛ）制御装置・

制御装置は，データ処理を自動的に行なうために，

記憶装置に記憶されているプログラムの命令をひと

つずつ読み出し，解読して，必要な制御信号を各装

置に送る基本動作のほかに，分岐命令(プログラム

の実行順序を変更する命令)や,周辺装置への並列動

作命令などを送り，計算機全体を有機的に制御する

装置です。

制御装置の中には，タイミングパルス発生器や各

種のレジスターなどが入っております。
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(2)コンピュータの動作

（図・3)を見て下さい。コンピュータに対する命令を$

データの処理順序に従って並べたものを｢プログラム」

といいますが，まずあらかじめ，このプログラムをコ

ンピュータに記憶させます。すなわち，制御装置から

入力命令が入力装置と記憶装註に出されますと，プロ

グラムが入力装置から読みこまれ，記憶装置に記憶さ

(図・３）コンピュータの動作

１
１，’

グ、
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㈲入出力装置

プログラムやデータを，２値信号に変えてコンピ

ュータに与える装置を入力装綴といい，コンピュー

タで処理された結果を，文字や図形で外に出す装置

を出力装置といいます。なお，２値信号については，

後の話で説明します。

以下，入力装置(入力と略記)と出力装置(出力と略

記)の主なものを紹介します。

①キャラクタディスプレイ(入力．出力）

文字，記号をブラウン符に表示したり，キーボ

ード(Keyboard)からプログラムやデータを入力す

る装謡

②ラインプリンタ(出力）

③カード読み取り装溌(入力）

④カードせん孔装祇(入力．出力）

⑤高速レーザープリンタ(出ﾉJ）

⑥X-Yプロッタ(出力）

⑦グラフィックディスプレイ(入力．出力）

キャラクタディスプレイの機能のほかに，図形

を表示できるもの

⑧磁気ディスク装置(入力．出力）

⑨磁気テープ装置(入力．出力）

⑩フロッピィディスク装溌(入力．出力）

⑪その他

ライトペン(入力)，デジタイザー(入力)，光学

【9】
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⑥ ⑰

式マーク読み取り装樋(入力)，光学式文字読み取

り装置(入力)，紙テープ読み取り装置(入力)，紙

テープせん孔装満(入力・出力)，磁気ドラム装置

（入力・出力)，音声入力装澄(入力)，音声出力装

置(出力）．

(二）記憶装置

記憶装置は，プログラムや処理すべきデータ，処

理の中間結果および処理の厳終結果などを記憶する

装置であり，その用途によって分類しますと，主記

‘億装置と補助記憶装綴に分かれます。

主記憶装置は，ＣＰＵに置かれていて，制御装誰

や演算装置などがアドレス(記憶する場所のことをア

ドレスという）を指定して，高速でデータの書きこみ

や読み出しを行なう記憶装置です。従って主記憶装

祇は，コンピュータの処理に直接関係しておるためⅢ

その性能として一般に，：iI¥きこみ．読み出し時間の

短いもの，そして記憶容妓の大きいものが要求され

ます。

主記憶装置は，古くは真空管メモリ，超音波遅延

線メモリ，磁気ドラム，磁気コアなどが使われてお

りましたが，現在では，半導体メモリ(ＩＣメモリとも

いう）に変ってきました。

補助記憶装羅は，主記憶装置の容垂不足を補う記

憶装置ですが，たんなる補助ではなく；もっと稜極

的な働きもしています。

睦塞

、

隙ill震園蜜_堅弓

(図・４）Ｍ－Ｉ６０Ｈシステムの各装置
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⑪ＣＰＵ、コンソール、ビデオ端末装澄(キャラクタディスプレイ）③ラインプリンタ

⑳漢字プリンタ(高速lノーザープリンタ）⑯カードリーダ(カード読み取り装憧）⑰Ｘ~Ｙプロッタ
⑳磁気ディスク装置、磁気テープ装縦⑪フロッピィディスク装破
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